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◎
建
設
委
員
会

【
朝
日　

将
貴
】

　

主
要
地
方
道「
弥
富
名
古
屋
線
」の

　

整
備
状
況
に
つ
い
て
伺
う

《
要
望
》

　

地
方
主
要
道「
弥
富
名
古
屋
線
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
関
し
て

　

主
要
地
方
道
「
弥
富
名
古
屋
線
」
に
つ
い
て

は
、
弥
富
市
の
又
八
地
区
に
お
い
て
、
普
通
河

川
「
市
江
川
」
か
ら
県
道
「
子
宝
愛
西
線
」
ま
で

の
約
５
０
０
ｍ
区
間
の
バ
イ
パ
ス
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
用
地
取
得
が
完
了
し
、
工
事

に
つ
い
て
は
、
２
０
１
４
年
度
に
着
工
し
、
校

区
西
側
の
「
市
江
川
」
を
渡
河
す
る
橋
梁
と
そ

の
前
後
の
取
り
付
け
部
の
擁
壁
を
含
め
約
１

４
０
ｍ
が
概
ね
完
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
バ
イ
パ
ス
区
間
全

線
に
わ
た
っ
て
、Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
に
接
近
し

て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
地
域
は
地
盤
が
軟
弱

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
に
影
響
し
な
い
よ

う
に
慎
重
な
施
工
が
必
要
と
な
る
。そ
の
た

め
、
鉄
道
の
安
全
な
運
行
に
支
障
が
な
い
よ

う
、Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
定
を
締
結
し
、
工
事
毎
に

着
工
前
か
ら
完
了
後
の
一
定
期
間
に
お
い

て
、Ｊ
Ｒ
東
海
が
鉄
道
軌
道
部
の
沈
下
計
測

を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ｒ
東
海
に
地
盤

沈
下
状
況
を
確
認
、
協
議
し
な
が
ら
順
次
工

事
を
進
め
て
お
り
、
整
備
に
時
間
を
要
し
て

い
る
。

　

現
在
は
、
引
き
続
き
工
区
東
側
約
２
０
０

ｍ
の
区
間
に
お
い
て
盛
土
に
よ
る
道
路
築
造

工
事
を
鋭
意
進
め
て
お
り
、
こ
の
工
事
に
あ

た
っ
て
も
Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
。

【
道
路
建
設
課
長
】

【
朝
日　

将
貴
】

　

鉄
道
の
安
全
な
運
行
に
支
障
が
な
い

　

よ
う
に
、進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

　

る
が
、Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
状
況
と
、

　

今
後
の
工
事
取
組
に
つ
い
て
伺
う
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引き続き気を緩めずに、しっかり予防して下さい。
愛知の魅力再発見　
お出かけ先は県内で。
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ま
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「
９
月
定
例
議
会
」

愛知県議会だより
QR コード

◎
令
和
２
年
度

　
９
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
令
和
２
年
度
９
月
補
正
予
算 

  

他
条
例
を
含
む
審
議

◎
愛
知
県
議
会
委
員
会
条
例
の

　
一
部
改
正
に
つ
い
て

愛知県議会 HP
QR コード

　

こ
の
条
例
は
、
県
議
会
に
お
け
る
委
員
会

の
開
催
に
あ
た
り
、
重
大
な
感
染
症
の
蔓
延

ま
た
は
、
大
規
模
な
災
害
発
生
等
に
よ
り
参

集
が
困
難
な
委
員
に
つ
い
て
、
リ
モ
ー
ト
で

の
参
加
を
可
能
と
す
る
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
を
中

心
に
補
正
予
算
の
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
門
病
院
は
す
で
に
稼
働
を
開
始
致
し
ま

し
た
。児
童
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
企
業
や
農

林
水
産
業
、
社
会
生
活
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
、
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。（
下
段
参
照
下
さ
い
）

令和２年度９月補正予算資料 （単位：千円）

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

既決予算額 ９月補正予算見込額区　　　分

2,758,322,489

1,355,344,018

254,639,799

4,368,306,306

80,440,728

29,000

0

80,469,728

　
「
令
和
２
年
度
愛
知
県
一
般
会
計
補
正
予

算（
第 　

 

号
）」、「
愛
知
県
立
愛
知
病
院
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
」な
ど 　

件
の
議
案
と
、
令

和
元
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算　

 

件

及
び
公
営
企
業
会
計
決
算
５
件
が
提
出
さ
れ

た
ほ
か
、　

月
９
日（
金
）に
、
委
員
会
提
出
議

案
と
し
て
「
愛
知
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
の
議
案
１
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た 11
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完
成
後
の
沈
下
計
測
期
間
は
１
ヶ
月
と
な
っ

て
い
た
。し
か
し
な
が
ら
、今
年
度
実
施
の
盛

土
に
よ
る
道
路
築
造
工
事
に
つ
い
て
は
、
軟

弱
地
盤
上
で
の
盛
土
荷
重
に
よ
る
影
響
予
測

解
析
を
基
に
、Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
議
を
行
っ
た

結
果
、
盛
土
完
成
後
の
沈
下
計
測
期
間
と
し

て　

ヶ
月
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

現
在
、盛
土
工
事
に
着
手
し
て
い
る
が
、完

了
後　

ヶ
月
間
の
沈
下
計
測
に
よ
り
、
鉄
道

へ
の
影
響
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後
に
、

次
の
工
事
に
移
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
沈
下
状
況
の
確
認
期
間
の
短
縮

に
つ
い
て
、Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
を
行
う
な

ど
、工
程
管
理
を
図
っ
て
い
く
。

 　

主
要
地
方
道「
弥
富
名
古
屋
線
」は
、
地
域

に
と
っ
て
重
要
な
道
路
で
あ
る
。

　

事
業
区
間
の
周
辺
住
民
も
工
事
の
進
捗
な

ど
非
常
に
関
心
が
高
い
こ
と
か
ら
、
地
元
に

対
し
、弥
富
市
と
と
も
に
調
整
し
、　

月
に
説

明
会
を
行
い
、
１
日
も
早
い
完
成
を
お
願
い

す
る
。

　

工
事
の
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
地
元
へ
の

説
明
を　

月
に
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続
き

早
期
完
成
に
向
け
、
事
業
の
進
捗
に
務
め
て

い
く
。
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【
道
路
建
設
課
長
】

【
道
路
建
設
課
長
】

　

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
議
状
況
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
に
完
了
し
て
い
る
橋
梁
の
下
部
工

や
擁
壁
に
お
い
て
は
、
基
礎
杭
を
打
設
し
た

施
工
で
あ
り
、
構
造
物
の
荷
重
に
よ
る
鉄
道

軌
道
部
へ
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

　１．新型コロナウイルス感染症のＰＣＲ検査体制を拡充します。　　　　　　　　　　　　４２億２２２４.１万円（新規含む）
　２．新型コロナウイルス感染症専門病院を開設し、患者受入体制を強化します。　　　　　２６億５０４２.５万円（新規）
　　　・運営主体 愛知県・所 在 地 岡崎市欠町（現岡崎市立愛知病院） ・病 床 数 最大１００床
　３．新型コロナウイルス感染症患者及び疑い患者を受け入れる医療機関を支援します。　４２０億９６７０.３万円
　４．あん摩マッサージ指圧師等が開設する施術所における感染防止対策を支援します。　　　６億３９３７.９万円（新規）
　５．高機能換気設備の導入を支援します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９１０２.０万円（新規）
　６．県立学校の衛生環境の整備を図ります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ２8 億９９０３.２万円
　７．避難所等における感染防止対策を積極的に支援します。　　　　　　　　　　　　　　　２億００００.０万円
　８．新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少した世帯に対する貸付事業を拡大します。５８億１９００.９万円（6 月補正後 76 億 5700.0 千円 → 9 月補正後 134 億 7600.9 万円）
　９．ＩＣＴ環境の整備の推進により新たな時代に相応しい教育を実現します。　　　　　　  ２１億４４９７.６万円
１０．児童・生徒の心のサポート体制を充実します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６８３８.４万円
１１．修学旅行の中止に伴う取消料への支援を行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　３億０３００.０万円（新規）
１２．「新型コロナウイルス感染症対応資金」を拡充します。　　　　　　　　　　　　　　  １６億５７８２.１万円（６月補正後   56 億 6481.0 万円→９月補正後     73 億 2263.1 万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　  （外に債務負担行為 ２４０億１０８５.９万円（６月補正後 800 億 8011.0 万円→９月補正後 1040 億 9096.9 万円））
１３．新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中小企業者や商店街の支援を拡大します。　　３億６６３３.６万円（6 月補正後 7 億 5700.0 万円→9 月補正後 11 億 2333.6 万円）
１４．新型コロナウイルス感染症の影響を受けている地場産業を支援します。　　　　　　　　　　３２４９.３万円（新規）
１５．新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた山車まつりの実施に向けた取組を支援します。　　２７７８.０万円
１６．｢新しい生活様式｣に対応した中小企業の採用活動支援や職業訓練の環境整備を行います。　　  ３７０７. ８ 万円（ 新規）
１７．観光消費の喚起に向けた取組を引き続き推進するとともに宿泊事業者・旅行者の感染防止対策を促進します。１６億０７９８.８万円
１８．農作業の省力化を緊急的に進める地域の取組を強力に支援します。　　　　　　　　　　２億５０００.０万円（新規）
１９．「みかわ牛」等の畜産物流通体制の確立を支援します。　　　　　　　　　　　　　　　  ３億２９４４.６万円（新規）
２０．学校給食に県産水産物を提供します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７億５８２０.４万円（新規）
２１．新型コロナウイルス感染症の影響を受けている林業･木材産業者を支援します。　　　　  ２億２９３４.９万円
２２．新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも運行を継続している公共交通事業者を支援します。１億８７７０.０万円（新規）
２３．地域公共交通を中心に、多様なサービスを組み合わせたＭ ａａ Ｓ の導入を推進します。　　 １８６２.１万円（新規）
２４．「後方支援を担う新たな防災拠点」の整備に向けた取組を推進します。　　　　　　　　　　  ５８５１.６万円
２５．交通死亡事故抑止に向けて、交通安全対策を強化します。　　　　　　　　　　　　　　１億０３９１.０万円
２６．高齢者等に対して市町村が実施するインフルエンザ接種の費用を助成します。　　　　１８億０２２０.８万円（新規）

令和２年度９月補正予算内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算額

億 億兆

月
６
日
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ＩＴＣ環境整備

予防接種
交通安全対策

感染症専門病院

農業用ドローン

※挿し絵はイメージです。


